
■ドイツ：ドイツ国内で石炭火力発電所の中止が相次ぐ 
2010年2月4日付けドイツ紙の報道によれば、ドイツでは石炭火力の建設プロジェクトが相

次いで中止に追い込まれている。2010年2月1日には、フランスの大手エネルギー企業であ

るGDFスエズが、ドイツ北西部地方Stadeで計画していた80万kWの石炭火力発電所の建設

計画の中止を発表した。これまでにも、ドイツのE.ONやEnBW、スウェーデンのバッテン

フォール、デンマークのDong Energy等が相次いで建設計画を断念している。GDFスエズ

は、計画断念の理由として、騒音対策が困難であることや冷却水の利用制約等、設備対策

上の問題を挙げているが、近年相次ぐ計画中止の主な理由には、地元住民や環境団体の反

対運動が挙げられる。加えて、出力変動が激しい再エネ電源の急増により、石炭火力電源

をフル稼働させることが難しくなり、それによって石炭火力の経済性が低下するリスクが

出てきたのも計画断念の要因と考えられる。同紙によれば、至近12ヶ月で計画中止となっ

たプロジェクトは、GDFスエズの計画中止を含め7件に達し、現在建設中、あるいは建設が

ほぼ確実な計画プロジェクトは5件しかないという。政府系のエネルギー研究機関である

DENAの試算によれば、現状のペースでは、2020年までに約1,500万kW（石炭火力発電所

約15基相当）の発電容量が不足することになるといわれている。 
 


